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感染対策の地域連携支援システム Regional Infection Control Support System RICSS の背景と概要

菌の院内拡散制御と抗菌薬による耐性菌選択圧の
制御が重要

RICSSは、施設・地域に任されてきた感染経路、感染症、感染診療、感染対策の実施状況の監視も支援し、従来のシ
ステムと連携し、補完する １



RICSS開発の経緯

① 厚労科研八木班（H25～）において、感染防止対策加算および地域連携

加算に基づく感染対策の地域連携に伴う、データ収集、集計、還元の作
業負担を軽減するするシステムの調査・研究・開発を行った。

② 加算1-2、1-1連携に止まらず、全国レベルまでの任意のグループに対し

て、感染対策の実施状況とそのアウトカムに関する情報を、収集し、そ
れぞれのグループの評価に利用できる形で、集計、還元するシステムと
して提案した。

③ JANIS検査部門、JACS(抗菌薬使用動向調査システム)と連携する。

④ AMR対策アクションプランのプロジェクトの一つ。

⑤ 平成28年度、AMEDの資金で単年度で開発を行っている。

⑥ 平成29年度、JACSを包含して事業化されることになった。

⑦ 将来的に、グループ機能を活かし、様々な特性を持った施設についての、
感染対策、AMR対策の実施状況と、耐性菌の分離状況などのアウトカ

ムをより直感的に、一般市民を含むより多くの人に還元するシステムと
する次の構想を描いている（AMR対策データベースのdashboard）。

来年度中に事業化を行う

RICSSは一台のサーバーで全国の施設の感染対策を
支援する

RICSSの特長の一つは、自由なグループ化機能である ２



既に多彩な出力を予定しているが、自由なグループ機能
を活かした、AMR対策のダッシュボードを目指す

感染対策の実施状況とそのアウトカムに関する情報を集める
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JANISデータ、JACSデータなどを活用できるが、Web画
面から全ての項目の手入力も可能である
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